


























１．はじめに 

本稿では岐阜工業高等専門学校（岐阜高専）における

グローバル教育・国際交流事業を活用した学生教育活動

とその効果について報告する．岐阜高専のグローバル教

育の特色は，海外派遣だけでなく，短期留学生の受け入

れ，研究室での協働，英語教育および学内交流を相互に

関連付け，日常的な教育活動の中に国際性を組み込んで

いる点にある． 

岐阜高専は，平成２３（２０１１）年に，インドネシ

ア・バンドン工科大学と包括交流協定を結び，これを活

用する形で相互の短期留学プログラムを開始した．その

後もフランス，英国，ベトナム，シンガポールなどに協

定校を拡大しながら学生の交流や共同研究に取り組み，

学生教育へ活用してきている．さらに，平成２８（２０

１６）年度から，（独）国立高専機構のグローバル高専事

業に採択され，学年に応じた国内外で行われる研修プロ

グラムを実施し，グローバルな視点で問題解決に取り組

めるエンジニアの育成を目標に活動している． 

２．岐阜高専のグローバル教育プログラム 

２．１ 学生への英語教育での工夫 

岐阜高専へ入学してくる学生たちは，中学校を卒業し

た１５歳という年齢であり，専門科目と一般科目の双方

について，基礎を形成する段階にある．特に，工学分野，

なかでも数学，理科への興味から高専へ入学する学生は

多く，英語は入試科目ではあるものの，英語に対する関

心が必ずしも高くない学生も多い． 

こうした学生の傾向を踏まえ，本校では，専門分野を

通じて英語への関心を高める次の取り組みを行っている． 

（１）理工学系の内容（英語による数学の問題の解き方

や概念，航空宇宙やコンピュータなど技術的なトピック）

を本文に取り入れた教科書を開発し，活用する． 

（２）Ｗｅｂ教材を用いた自学自習と，少人数による対

面学習を一つの授業の中で組み合わせる． 

また，低学年の段階からＴＯＥＩＣスコアを意識した

学習を促し，ＴＯＥＩＣスコアに応じた単位認定やポイ

ントシステムを取り入れている． 

２．２ 協定校の短期留学生受け入れによる協働教育 

現在，岐阜高専は海外の高等教育機関１７校と包括協

定を結び，１か月から３か月程度の期間で海外協定校か

ら短期留学生を受け入れている．短期留学生は自分の専

門分野の研究室で，指導教員と共に研究活動に取り組む．

研究テーマは指導教員が与える場合や，協定校の指導教

員と共に検討する場合がある． 

短期留学生との協働を通じたグローバル教育は大きく

分けて三つある．一つ目は，研究室での共同研究である．

短期留学生を研究室に受け入れ，本校学生と共に研究活

動に取り組む機会を設けている．留学生との交流は受け

入れ研究室で行われ，その指導およびコミュニケーショ

ンは英語が主体となる．このため，研究室内では，学生

が日常的に英語を使用し，異なる文化的背景を持つ学生

同士が協働する環境が形成される．これにより，本校学

生は専門知識を用いて英語で意思疎通する経験を得ると

ともに，異なる文化的背景を持つ学生との協働能力を身

に付ける． 

二つ目は学内コンテストや実験への参加である．実験

内容は学科ごとに異なるが，電気情報工学科では３年生

の実験の選択テーマとして「グローバルな視点で社会や

技術について議論する」という内容を用意しており，学

生４～５名のグループに海外からの短期留学生１名を加

え，エネルギー，環境，ＡＩの活用などをテーマとして

英語で議論し，その成果を英語で発表する実験テーマを

設けている．また，ＡＩモデルを作成するコンテストを

学内で実施し，短期留学生にも参加してもらうなどの取

り組みを行っている．専門分野について議論することで，

国や文化が異なっても，共通している考え方や，全く異

なる考え方を知ることを目的として実施している． 

三つ目は課外のコミュニケーション活動である．学生

会（生徒会）や寮生会（寮生のみで構成される，学寮の

学生指導やイベント企画を行う団体）が主体となって実

施する歓送迎会に加え，茶道や書道，和食づくりなどを

通じた留学生と本校学生が共に日本文化を体験する活動，

気軽に参加できるボードゲーム会などがある．低学年の

学生が英語しか話せない留学生と初めて話すためのきっ

かけ作りとなっている． 

２．３ 学生の海外派遣プログラム 

学生の海外派遣については，学年や学習段階に応じた

複数のプログラムを実施している．当初，学生の派遣は

専攻科生の協定校への派遣から始まった．１か月程度の

研究活動により卒業に必要な単位が与えられるだけでな

く，渡航費および滞在費の一部については，本校の教育

基金や（独）日本学生支援機構の海外留学支援制度を活

用し，おおむね航空券代に相当する額の補助を受けるこ

とができる．現地の学生寮を使うことで金銭的な負担が

少なく，現在は年間１０名程度を継続的に派遣している． 
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図１ 短期留学生との交流プログラム  



低学年の派遣に関しては，低学年から参加できる段階 

的な研修プログラムとして，「海外研修I」「海外研修II」

「海外研修III」を設けている．台湾・新竹，シンガポー

ル，米国・シアトル，フィリピンなどを行先とし，渡航

先や内容は国際事情に応じて変更している． 

これ以外にも，海外の高専で開催されるロボコンや語

学研修などでの渡航に関しても高専のグローバル事業か

らの補助がある．これらを合わせると，１年間に全学生

の約１５％に当たる１５０名以上が海外に渡航している． 

２．４ 国内で実施する英語・異文化交流プログラム 

金銭的な問題や時間的な問題で海外渡航は難しい学生

でも参加できるように，外国人教員による放課後英会話

レッスンに加え，ネイティブスピーカーの講師や日本国

内の大学に在籍する外国人大学院生招き，３日間程度の

英語研修を実施している．これまでは学内で実施してき

たが，本年度は会場をびわ湖青少年の家に移した． 

３．グローバル活動を経た学生の成長 

３．１ 学生の英語力の変化 

本校の学生の英語力について客観的な指標となるのは，

第３学年/第４学年修了時の学生および専攻科生全員を

対象として実施しているＴＯＥＩＣのスコア集計である．

図２に，本校学生の平均スコアと，「TOEIC Program DATA 

& ANALYSIS 2026」に掲載された対応する学年の平均スコ

アとの比較を示す．２０２２年度以降テスト対象の学年

が第４学年となったため，参考とする平均値も大学１年

生の値を利用した．高専全体の学生の平均スコアについ

ては，高等学校の生徒と比較して低い傾向があり，本校

も短期留学生の交流などを開始する前は，第３学年修了

時のスコアが３６０点程度であった．専攻科生のスコア

は，専攻科の短期留学プログラム開始から２～３年後に

上昇した．また，第３，４学年のスコアについても，留

学プログラム開始から２～３年後に上昇傾向が見られた． 

これはプログラム実施の定着に合わせる形で，プログ

ラムへの参加をモチベーションとして学習する学生が増

えたためではないかと考えられる．特に留学プログラム

を拡大した２０２１年以降は，入学希望者に対して海外

留学の機会を積極的に紹介していることもあり，入学時

点から海外留学を目標にしている学生も増えている． 

３．２ 異文化理解と国際的活動への意欲の変化 

ＴＯＥＩＣスコアでは捉えにくい学生の意識や行動の 

 
図２ 本校学生のＴＯＥＩＣスコアの推移 

変化を把握するため，卒業生および在校生のプログラム

参加者にインタビューを行った．かぎ括弧内は，卒業生

本人の発言を要約したものである． 

２０１４年に本校に入学し，２０１９年に専攻科生向

け海外短期留学プログラムに参加し，米国のアイオワ大

学で１か月間学んだ学生を紹介する．彼は，５年生のこ

ろから研究室における留学生の受け入れや交流に積極的

に関わっていたが，「英会話について自信はなかった．行

ってみて話してみたら，意外と何とかなることが分かっ

た．伝えようと思う気持ちが大切だった．留学経験は，

その後の大学院進学や就職を決める際にも大きく影響し

た．」と語っている．大学院では，周囲に外国人学生がお

り，英語による授業が実施される環境へ飛び込み，中東

で研究の国際発表を行い，現在では，外資系情報関連会

社のサービスエンジニアとして，海外の顧客を担当する

業務にも，臆することなく取り組んでいる． 

２０１８年に入学した別の学生は，低学年向け海外研

修である米国・シアトル研修に第１学年時に参加した．

専攻科在籍時には，シンガポールで１か月間の研修，そ

の後はベトナムで行われる国際ロボコンに２度も参加す

るなど継続的に国際活動へ取り組んだ．彼は「ステレオ

タイプを捨てるきっかけになった．アメリカのホストフ

ァミリーはアジア系であった．ホストファミリーとたく

さん話して，アジアにルーツを持つ人々が米国で生活し，

活躍することの難しさや挑戦を肌で感じることができ

た．」と語り，低学年でのこの経験は，その後の短期留学

生の生活をサポートするボランティア活動につながった．

「留学生との距離が極めて近いということが高専の留

学生受け入れの特徴」とも述べており，シンガポールや

ベトナムへの渡航については，「友達が生活している国を

見てみたい」という思いが大きな動機になったという．

彼と活動を共にした友人２名も，現在，情報分野の専門

家として海外で勤務している．この事例からは，学生同

士が国際的な活動への関心を共有し，相互に刺激を与え

ていた様子がうかがえる．また，本人は海外での仕事も

見た上で，「日本での暮らしは最も優れている．日本で海

外の仕事を受けることができるのがベスト」という結論

に至り，現在は国内企業でインフラエンジニアとして勤

務し，海外出張を含む国際的な業務にも携わっている． 

４．まとめ 

本稿では，岐阜高専におけるグローバル教育プログラ

ムの展開状況と，それに伴う学生の英語力および意識・

行動の変化について報告した．グローバル教育事業の展

開と並行して，学生のＴＯＥＩＣ平均スコアには上昇傾

向が見られた．海外研修を通じて培われた異文化理解や

コミュニケーションへの自信は，短期留学生を支援する

ボランティア活動への参加や，研究室における留学生と

の協働，研究活動のモチベーション向上にもつながって

いる．本年度から新たなプログラムもスタートしたため，

学生へのアンケートやインタビューを継続的に実施し，

プログラムが学生の英語力，意識，行動および進路選択

に与える影響を検証していく予定である． 
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